総合的な学習のための体験教室

障害を理解するためのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

１．「違い」って何だろう？
（一分間ゲーム）




２．「障害」って何だろう？
（出会いのジャンケン）








３．ボランティアってなんだろう？

おもいやりのイス取りゲーム



４．目が見えないということ。
（目隠しジャンケン）







５．耳が聞こえない・しゃべれないということ。

（集合ゲーム）







６．手や足が不自由であること。
（名前を書いてみよう）








（車いすに乗ってみよう！）





全員起立して、目をつむります。


「よーい、スタート！」の合図で、心の中で１分間を数えます。


１分たったと思ったら、その場で静かに座ります。


さぁ、君はピッタリ１分間で座ることができましたか？





一番早く座った人の秒数は、約（　　　　）秒でした。


一番遅く座った人の秒数は、約（　　　　）秒でした。


一番早く座った人と一番遅く座った人の秒数の差は、約（　　　　）秒でした。





君が座ろうと思った時、どんな気持ちがしましたか？





どうして１分間は６０秒と決まっているのに、こんなに差が出たと思いますか？





普段の暮らしの中で、真実は一つしかないのに、人それぞれ違っていると思うことは何ですか？





「違い」って何だと思いますか？





「障害」を持っている人は、もしかしたら、このジャンケンゲームのように、いつも、負けてばっかりで最後になってしまうかも知れません。でも、多くの人と出会うことができたし、一緒にいる時間も多かったですね。「障害」があるということで、辛いことはたくさんあると思いますが、「障害」があることでいいこともたくさんあります。君は、なんだと思いますか？





早く勝った人と、なかなか勝てなかった人の違いは何ですか？





君の成績は、何番目くらいでしたか？　　　　　　（　　　　）番目くらい





君は、何人の人とジャンケンをしましたか？（勝敗を足す）（　　　　　）人ぐらい





結果が出たときの君の心境はどうでしたか？





君の成績は、何勝何敗でしたか？　　　　　（　　　　）勝（　　　　）敗








スタートの合図で、周りの人とジャンケンします。


同じ人とはジャンケンをしないように、いろんな人とジャンケンしてください。


勝った数と負けた数を覚えてください。


５回勝った時点で、早い人から順番に並んで、輪を作ってください。


残っている人で、すでにジャンケンをした人ばかりの場合は、もう一度、同じ人とジャンケンをしてもかまいません。





起立して、目をつむって、前にいる私（目をあいている）とジャンケンをします。


「ジャンケンポン」でジャンケンをして、私が、「○○を出した」といいます。


君が、私に勝ったときだけそのまま立ったままで、負けるか、あいこの場合は座ってください。


座ったら目をあけていいです。


最後の一人になるまでやってみましょう。





目が見えない状態でジャンケンをする時、どんな気持ちがしましたか？





私が「○○を出した」と言ったとき、素直にそれを信じることができましたか？





目の見えない人と接する時、何が必要だと思いましたか？





もし、目の見えない人に、お金を渡すとき、君なら、どのようにして渡しますか？





（宿題）


１．目を閉じたまま、お昼ご飯を食べてみよう！


２．目を閉じたまま、ノートに絵を描いてみましょう。


３．目を閉じたまま、オルガンやリコーダーで音楽を奏でましょう。


４．目の不自由な方が使いやすいように工夫された商品を探してみましょう。


５．目の不自由な方が利用しやすいように考えられた設備を探してみましょう。


探してみる物・・シャンプー・テレホンカード・カセットテープ・お札・ビール缶・パソコン・携帯電話等


注意目をつむったままで、歩き回ったり、ふざけたりすると危険ですので、絶対にやめてください。





私が、「○○な人、集まってください」といいます。


君たちは、声を出さないで、同じ仲間を捜してグループを作ってください。


全員集まったら、その場で座ってください。


声を出さなければ、紙に書く以外は、どのように行動してもかまいません。





声を出さないで同じ仲間を捜す時に、どんな感じがしましたか？





具体的に、声の変わりに、どういう方法をとりましたか？





耳が聞こえないことで不便な所は何ですか？





耳が聞こえないことで逆に便利なところは何ですか？





（宿題）


１．二人一組になって向かい合い、声を出さないで何かを伝えてください。例えば、「痛い」とか「楽しい」とか、物の名前や人物でもいいです。


２．耳が聞こえない人が利用しやすいように考えられた設備を探してみましょう。


３．耳が聞こえない人と話をする方法にはどんな方法があるか探してみましょう。





下の枠の中に、右手と左手で、それぞれ自分の名前を書いてみましょう。





右手で書いた自分の名前





左手で書いた自分の名前





右手で書いたときと左手で書いたときの違いはどうだったですか？





もし、両手が使えなかった場合、君ならどのようにして自分の名前を書きますか？





友だちに席をゆずられたときどんな気持ちがしましたか？





ボランティア活動も、このイス取りゲームに似ています。このゲームから、ボランティア活動とはどんなことだと思いましたか？





（宿題）


車いすを介助するときに、気をつけなければならない３つの注意事項を書いてください。





その１





その２





その３





急な坂を下るときはどうしますか？





（宿題）


車いすを介助していて、段差を越えるときに必要なテクニックは何ですか？





段差を越える方法





（宿題）


車いすに乗っている人を町で出会ったら、君は、まず何をしますか？





まず最初にすること





友だちに席をゆずるときどんな気持ちがしましたか？





君の知っているイス取りゲームとの違いは何ですか？





人数分のイスを用意し、輪になって座ります。


いくつかのイスを抜き、歌を歌ってイスの周囲を回ります。（通常のイス取りゲームと同じです。）


歌が止まったときに、全員がいずれかのイスに座ります。一つのイスに何人も座ってもかまいません。


どんどんイスの数を少なくしていき、協力して全員イスに座ります。








